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さらなる行財政改革を推し進めながら、新たな
まちの活力や魅力を創出していくことで、人口減
少社会にあっても持続的に発展し続けるまちを実
現できるよう、重点施策を推進する。
重点施策
人が集まるまちづくりの推進
安心して楽しく子育てできる環境の充実

・保育所の待機児童対策については、 年４月当
初における 人の入所枠拡大に向けて、市立
幼稚園を活用した小規模保育施設の開設等を行
う。また、利用者ニーズに即した入所枠の拡大
に向け、さまざまな方策に取り組む。

・留守家庭児童会室については、全学年の受け入
れを開始する。また、学校施設を活用した放課
後子ども教室モデル事業を実施するとともに、
児童の放課後対策に関する基本計画を策定す
る。

・児童虐待や不登校など、さまざまな困難を有す
る子ども、若者への包括的支援を充実させるた
め、子ども家庭総合支援拠点の機能を生かし、
より相談しやすい体制づくりを進める。

・結婚に伴い本市で新たに生活を始める夫婦への
居住費用等の助成について、本市独自の支援策

として、補助金額の上乗せなどを行い、結婚し
やすい環境づくりを推進する。
子どもたちの未来への可能性を最大限に伸ばす
学校教育の充実

・小学校に英語専科教員を配置するとともに、日
本人の英語教育指導助手の配置を拡充するな
ど、小学校の指導体制の強化を図る。

・少人数学級編制については、新たに小学校５年
生・６年生で、支援学級に在籍する児童を含め
た 人の学級編制を行う。

・保護者や地域住民が積極的に学校運営に参画
し、特色ある教育活動を展開していくため、順
次、小学校にコミュニティ・スクールを設置す
る。

・中学校給食の全員喫食の実現に向けては、実施
手法の検討を進め、 年度中に今後の取り組み
予定をまとめる。さらに、小学校・中学校給食
ともに、 おいしさ・品質日本一 を目標に掲
げ、おいしい給食の提供をめざす。

犯
罪
等
被
害
者
支
援
基
本
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
。
ま
た
、

同
基
本
計
画
に
基
づ
き
都
道
府
県
が
行
う
性
犯
罪
等
被
害
者

支
援
計
画
の
策
定
を
支
援
す
る
こ
と
。

４．
性
犯
罪
等
被
害
者
へ
の
支
援
施
策
の
立
案
過
程
に
性
犯
罪

等
被
害
者
や
そ
の
支
援
者
等
が
参
画
す
る
こ
と
で
、
こ
う
し

た
施
策
が
実
態
に
即
し
た
形
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ

と
。

５．
性
犯
罪
等
被
害
の
状
況
や
性
犯
罪
等
被
害
者
支
援
施
策
の

実
施
状
況
に
関
す
る
報
告
書
を
公
表
す
る
こ
と
。

６．
刑
法
に
お
け
る
性
犯
罪
規
定
の
適
切
な
見
直
し
を
行
う
と

と
も
に
、
刑
事
手
続
に
お
け
る
被
害
者
負
担
の
軽
減
策
や
未

成
年
者
に
対
す
る
性
犯
罪
の
公
訴
時
効
に
つ
い
て
検
討
を
行

う
こ
と
。

提
出
先

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
財
務
大
臣
、

男
女
共
同
参
画
担
当
大
臣
、
法
務
大
臣
、

国
家
公
安
委
員
会
委
員
長

現
在
、
我
が
国
に
お
い
て
、
日
米
安
全
保
障
条
約
と
日
米
地

位
協
定
に
基
づ
く
在
日
米
軍
施
設
・
区
域
（
以
下

米
軍
基
地

と
い
う
。
）
は

都
道
府
県
に
１
２
８
施
設
が
所
在
し
、
面
積

は
約
９
８
０
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
う

ち
、
米
軍
専
用
施
設
は

都
道
府
県
に

施
設
が
所
在
し
、
面

積
は
約
２
６
４
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
占
め
て
い
ま
す
。

米
軍
基
地
が
所
在
す
る
全
国
の
地
方
自
治
体
は
、
長
年
に
わ

た
り
、
基
地
の
存
在
に
よ
っ
て
派
生
す
る
過
重
な
負
担
を
強
い

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
特
に
、
全
国
の
米
軍
専
用
施
設
の
約

％

が
集
中
す
る
沖
縄
県
で
は
、
米
軍
機
の
事
故
や
騒
音
を
初
め
、

米
軍
人
・
軍
属
に
よ
る
犯
罪
、
事
件
等
が
後
を
絶
た
ず
、
地
域

住
民
の
生
活
は
危
険
に
さ
ら
さ
れ
、
圧
迫
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
沖
縄
県
以
外
の
各
地
に
お
い
て
も
、
米
軍
艦
艇
と
民

間
船
舶
の
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
危
険
性
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
オ
ス
プ
レ
イ
の
全
国
規
模
で
の
運
用
も
進
ん
で

い
ま
す
。
日
米
地
位
協
定
の
問
題
は
、
沖
縄
県
だ
け
の
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
も
そ
も
、
日
米
地
位
協
定
は
、
日
米
の
安
全
保
障
体
制
や

我
が
国
の
社
会
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
１
９
６
０
年
に
締
結
さ
れ
て
以
来
、

年
以
上
も
の
間
、

一
度
も
改
正
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
一
定
の
運
用
改
善

や
環
境
補
足
協
定
の
締
結
等
が
な
さ
れ
て
き
た
も
の
の
、
根
本

的
な
問
題
解
決
に
は
不
十
分
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

よ
っ
て
、
政
府
は
、
米
軍
基
地
か
ら
派
生
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

事
件
、
事
故
等
か
ら
国
民
の
生
命
、
財
産
と
人
権
を
守
る
た
め
、

日
米
地
位
協
定
を
改
正
す
る
よ
う
強
く
求
め
ま
す
。

提
出
先

内
閣
総
理
大
臣
、
外
務
大
臣
、
防
衛
大
臣

政
府
は
、
子
ど
も
の
医
療
費
等
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
左
記

の
措
置
を
講
じ
る
よ
う
強
く
求
め
ま
す
。

記

１．
国
の
責
任
に
お
い
て
、
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
制
度
を
よ

り
充
実
す
る
こ
と
。

２．
国
民
健
康
保
険
制
度
に
お
い
て
、
子
ど
も
に
係
る
均
等
割

保
険
料
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
。

提
出
先

厚
生
労
働
大
臣

政
府
は
、
左
記
の
措
置
を
講
じ
る
よ
う
強
く
求
め
ま
す
。

記

１．
所
有
者
不
明
土
地
の
発
生
を
予
防
す
る
仕
組
み
を
整
備
す

る
こ
と
。

２．
土
地
所
有
権
の
放
棄
の
可
否
や
、
利
用
者
が
い
な
い
土
地

の
管
理
責
任
の
所
在
等
、
土
地
所
有
の
あ
り
方
の
見
直
し
を

行
う
こ
と
。

３．
探
索
範
囲
を
限
定
し
、
有
益
な
所
有
者
情
報
へ
の
ア
ク
セ

ス
を
認
め
る
な
ど
、所
有
者
の
探
索
の
合
理
化
を
図
る
こ
と
。

４．
所
有
者
不
明
土
地
の
収
用
手
続
の
合
理
化
や
円
滑
化
を
図

る
こ
と
。

５．
収
用
の
対
象
と
な
ら
な
い
所
有
者
不
明
土
地
の
公
共
的
事

業
へ
の
利
用
を
促
進
す
る
こ
と
。

提
出
先

財
務
大
臣
、
総
務
大
臣
、
法
務
大
臣
、

農
林
水
産
大
臣
、
国
土
交
通
大
臣

日日
米米
地地
位位
協協
定定
のの
改改
正正
をを
求求
めめ
るる
意意
見見
書書

日
米
地
位
協
定
の
改
正
を
求
め
る
意
見
書

子子
どど
もも
のの
医医
療療
費費
等等
のの
負負
担担
軽軽
減減
にに
関関
すす
るる
意意
見見
書書

子
ど
も
の
医
療
費
等
の
負
担
軽
減
に
関
す
る
意
見
書

所所
有有
者者
不不
明明
土土
地地
のの
利利
用用
促促
進進
等等
をを
求求
めめ
るる
意意
見見
書書

所
有
者
不
明
土
地
の
利
用
促
進
等
を
求
め
る
意
見
書

市立ひらかた病院

田
口
議
員

市
長
は
、
固
定
観

念
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
民

間
活
力
に
よ
り
推
進
す
べ
き
事
業

に
つ
い
て
は
徹
底
し
て
民
間
に
ゆ

だ
ね
る
と
い
う
。
病
院
事
業
に
つ

い
て
は
、
経
営
改
善
に
つ
な
が
る

よ
う
危
機
感
を
持
っ
て
経
営
の
効

率
化
等
を
進
め
る
と
し
て
い
る
が
、

例
え
ば
、
市
立
ひ
ら
か
た
病
院
の

民
営
化
に
対
し
て
は
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

な
お
、
こ
の
ま
ま
取
り
組
み
を

進
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
同
病
院
が

北
河
内
医
療
圏
で
果
た
し
て
い
る

役
割
や
、
公
的
病
院
で
あ
る
が
ゆ

え
の
経
営
リ
ス
ク
等
を
踏
ま
え
、

北
河
内
の
他
の
６
市
や
府
に
応
分

の
負
担
を
求
め
る
こ
と
は
、
経
営

上
必
要
で
あ
る
と
意
見
し
て
お
く
。

伏
見
市
長

市
立
ひ
ら
か
た
病

院
は
、
北
河
内
医
療
圏
で
唯
一
の

市
立
病
院
と
し
て
、
政
策
的
医
療

を
守
り
、
地
域
医
療
を
支
え
る
と

い
う
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。
市
長
と
し
て
、
経
営
の
健
全

化
を
め
ざ
し
、
一
層
の
危
機
感
を

持
っ
て
、
医
師
の
確
保
に
よ
る
診

療
体
制
の
充
実
な
ど
、
病
院
改
革

プ
ラ
ン
に
基
づ
く
取
り
組
み
を
や

り
抜
く
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

経
済
問
題
も
含
め
た

自
殺
対
策
の
推
進
を

田
口
議
員

市
政
運
営
方
針
で

は
、

年
度
に
自
殺
対
策
計
画
を

策
定
す
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
策

定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
と
同

計
画
の
内
容
を
聞
く
。

な
お
、
自
殺
の
原
因
の
一
つ
に

経
済
的
な
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、

最
近
、
い
わ
ゆ
る
銀
行
系
カ
ー
ド

ロ
ー
ン
が
多
重
債
務
者
を
生
み
、

問
題
と
な
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
金
融
機
関
な

ど
と
可
能
な
限
り
連
携
を
図
り
、

一
人
で
も
多
く
の
命
が
守
ら
れ
、

だ
れ
も
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
こ

と
の
な
い
社
会
の
実
現
に
向
け
て

取
り
組
む
よ
う
要
望
す
る
。

伏
見
市
長

年
４
月
、
自
殺

対
策
基
本
法
の
改
正
に
よ
り
、
自

殺
対
策
が
生
き
る
こ
と
の
包
括
的

な
支
援
と
し
て
実
施
さ
れ
る
べ
き

と
基
本
理
念
に
明
記
さ
れ
た
。
こ

れ
を
受
け
、
だ
れ
も
が
自
殺
対
策

に
関
す
る
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
保
健
、
医
療
、
福
祉
、
教
育
、

労
働
そ
の
他
関
連
施
策
と
の
有
機

的
な
連
携
を
図
り
、
自
殺
対
策
を

総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
の
計
画

を
策
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

障
害
者
の
自
立
に
向
け
て

雇
用
支
援
と
住
宅
確
保
を

田
口
議
員

障
害
者
の
自
立
を

考
え
る
上
で
、
雇
用
や
就
労
を
支

援
す
る
取
り
組
み
も
重
要
と
考
え

る
が
、
本
市
の
方
向
性
を
聞
く
。

ま
た
、
障
害
者
等
の
住
宅
確
保

に
つ
い
て
は
、
府
の
大
阪
あ
ん
ぜ

ん
・
あ
ん
し
ん
賃
貸
住
宅
登
録
制

度
や
、
昨
年
新
た
に
創
設
さ
れ
た

住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
法
に
基

づ
く
登
録
制
度
が
あ
る
。
障
害
者

な
ど
住
宅
確
保
要
配
慮
者
が
安
心

し
て
賃
貸
住
宅
を
探
す
こ
と
が
で

き
る
環
境
づ
く
り
の
た
め
、
行
政

が
こ
う
し
た
制
度
の
利
用
促
進
を

図
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
制
度
の

内
容
と
今
後
の
取
り
組
み
を
聞
く
。

伏
見
市
長

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
枚

方
と
連
携
し
て
、
障
害
者
合
同
就

職
面
接
会
を
実
施
す
る
な
ど
、
障

害
の
あ
る
人
の
雇
用
機
会
の
創
出

等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。今
後
も
、

一
人
で
も
多
く
就
労
に
結
び
つ
く

よ
う
支
援
を
進
め
る
。

ま
た
、
大
阪
あ
ん
ぜ
ん
・
あ
ん

し
ん
賃
貸
住
宅
登
録
制
度
は
、
住

宅
確
保
要
配
慮
者
の
入
居
を
拒
ま

な
い
賃
貸
住
宅
の
登
録
と
情
報
提

供
を
行
う
こ
と
に
よ
り
障
害
者
等

を
支
援
す
る
も
の
で
、
約
８
０
０

０
戸
の
登
録
が
あ
る
。新
制
度
は
、

既
存
制
度
と
お
お
む
ね
同
様
の
も

の
だ
が
、
府
内
の
登
録
件
数
は
限

定
的
で
あ
り
、
今
後
、
登
録
件
数

の
増
加
に
向
け
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
広
く
周
知
し
て
い
く
。

◆
そ
の
他
の
質
問

○
人
と
動
物
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
を

○
い
じ
め
事
案
に
対
す
る
緊
急
支

援
チ
ー
ム
の
効
果
的
な
運
用
を

国民健康保険室の窓口関西外国語大学学研都市キャンパス跡

堤
議
員

市
長
は
、
行
政
改
革

を
推
進
し
、
市
役
所
本
庁
舎
駐
車

場
等
の
有
料
化
や
サ
ー
ビ
ス
コ
ー

ナ
ー
の
廃
止
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
の

切
り
捨
て
や
市
民
の
負
担
増
に
つ

な
が
る
施
策
を
進
め
て
き
た
。

全
国
的
な
状
況
と
し
て
、
実
質

賃
金
の
低
下
な
ど
が
進
み
、
働
く

貧
困
層
、
い
わ
ゆ
る
ワ
ー
キ
ン
グ

プ
ア
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。
さ
ら

に
は
、
年
金
支
給
額
が
減
額
さ
れ

る
と
と
も
に
、
消
費
税

％
増
税

が
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
お
り
、
市

民
の
暮
ら
し
は
厳
し
く
な
る
一
方

で
あ
る
。
そ
こ
で
、
市
長
は
、
こ

う
し
た
市
民
の
暮
ら
し
の
現
状
を

ど
の
よ
う
に
と
ら
え
、
ま
た
、
ど

の
よ
う
な
支
援
を
行
っ
て
い
く
の

か
聞
く
。

伏
見
市
長

市
民
生
活
等
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
景
気
の
動
向

に
つ
い
て
は
、
穏
や
か
な
回
復
基

調
が
続
い
て
い
る
と
認
識
し
て
い

る
。
し
か
し
、
生
活
困
窮
者
に
つ

い
て
は
、
早
期
に
生
活
再
建
を
図

る
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
お
り
、

年
度
か
ら
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル

プ
ラ
ン
ナ
ー
等
の
資
格
を
有
す
る

専
門
相
談
員
を
配
置
す
る
。

ま
た
、貧
困
問
題
に
つ
い
て
は
、

早
い
段
階
か
ら
貧
困
の
連
鎖
を
断

ち
切
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
子

ど
も
の
貧
困
対
策
と
し
て
、
福
祉

と
教
育
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

多
角
的
な
支
援
を
行
う
。

対
応
に
向
け
た

超高齢社会

市
長
の
決
意
は

堤
議
員

高
齢
者
施
策
は
、
市

政
運
営
方
針
で
重
点
施
策
と
な
っ

て
い
る
が
、
他
の
施
策
に
比
べ
、

大
変
少
な
い
。
現
在
、
超
高
齢
社

会
を
迎
え
て
い
る
が
、
そ
の
対
応

に
向
け
た
市
長
の
決
意
を
聞
く
。

な
お
、
医
療
制
度
や
介
護
保
険

制
度
の
変
更
な
ど
、
高
齢
者
の
暮

ら
し
は
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
、

自
治
体
が
地
域
の
高
齢
者
の
実
態

を
把
握
し
、
介
護
保
険
で
対
応
で

き
な
い
高
齢
者
を
直
接
救
済
す
る

体
制
等
も
必
要
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
保
健
師
や
福
祉
職

員
の
増
員
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
と
の
連
携
等
を
進
め
、
超
高

齢
社
会
に
対
応
す
る
自
治
体
と
し

て
の
役
割
を
果
た
す
よ
う
要
望
す

る
。伏

見
市
長

高
齢
者
に
住
み
な

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
き
生
き

と
生
活
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
み
ん
な
で

支
え
合
え
る
地
域
づ
く
り
を
め
ざ

し
、
地
域
と
の
連
携
を
さ
ら
に
強

化
し
て
い
く
。

窓
口
業
務
の
委
託
に
よ
る

市
民
サ
ー
ビ
ス
低
下
を
懸
念

堤
議
員

市
政
運
営
方
針
で
は
、

国
民
健
康
保
険
の
窓
口
業
務
の
一

部
民
間
委
託
を
検
討
し
、
今
後
、

さ
ら
に
他
部
署
の
窓
口
業
務
の
委

託
に
つ
い
て
も
検
証
を
進
め
る
と

さ
れ
て
い
る
が
、
部
署
ご
と
に
さ

ま
ざ
ま
な
性
質
を
有
す
る
窓
口
業

務
を
一
律
に
委
託
す
る
の
か
。

な
お
、
窓
口
業
務
の
民
間
委
託

を
行
っ
た
市
町
村
で
は
、
サ
ー
ビ

ス
が
悪
く
な
っ
た
、
か
え
っ
て
時

間
が
か
か
る
な
ど
と
い
っ
た
市
民

の
声
が
あ
る
と
聞
く
。
人
件
費
を

削
減
し
、
経
費
を
減
ら
す
だ
け
の

行
政
改
革
で
は
、
市
民
や
市
役
所

に
混
乱
を
も
た
ら
し
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
を
低
下
さ
せ
る
だ
け
で
あ
り
、

窓
口
業
務
の
委
託
は
行
う
べ
き
で

は
な
い
と
意
見
し
て
お
く
。

伏
見
市
長

市
役
所
で
の
窓
口

業
務
は
、
届
け
出
の
受
理
な
ど
定

型
的
な
も
の
か
ら
相
談
に
関
す
る

も
の
ま
で
多
岐
に
わ
た
る
。
そ
の

た
め
、
窓
口
業
務
の
委
託
に
つ
い

て
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・

向
上
、
専
門
性
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄

積
・
継
承
等
の
観
点
と
あ
わ
せ
、

各
窓
口
の
利
用
状
況
や
、
他
市
に

お
け
る
導
入
事
例
な
ど
も
踏
ま
え
、

検
討
し
て
い
く
。

◆
そ
の
他
の
質
問

○
地
域
住
民
の
声
を
聞
き
、
香
里

ケ
丘
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
を

○
子
ど
も
の
育
ち
に
即
し
た
質
の

高
い
保
育
の
提
供
を

西
田
議
員

市
長
は
、
将
来
世

代
に
大
き
な
負
担
を
残
さ
な
い
市

政
改
革
に
取
り
組
む
と
い
う
が
、

（
仮
称
）
総
合
文
化
芸
術
セ
ン
タ

ー
は
、
新
市
庁
舎
と
の
合
築
な
ど

合
理
的
な
手
段
を
と
ら
ず
、
単
体

で
の
整
備
が
進
め
ら
れ
、
整
備
費

が
当
初
の
計
画
か
ら
増
大
し
て
約

１
４
３
億
円
と
な
っ
た
。
約

億

円
の
起
債
を
行
う
な
ど
、
多
額
の

借
金
を
将
来
に
残
す
た
め
、
言
動

に
矛
盾
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
市
長
公
約
で
第
２
子
以

降
の
保
育
料
無
料
化
や
中
学
校
給

食
の
全
員
喫
食
等
を
掲
げ
て
い
る

が
、
現
状
で
は

年
度
の
実
現
は

困
難
と
考
え
る
。
建
設
費
が
高
騰

し
て
い
る
今
、
同
セ
ン
タ
ー
の
整

備
に
つ
い
て
は
一
旦
立
ち
ど
ま
り
、

公
約
実
現
に
向
け
て
優
先
的
に
予

算
配
分
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

伏
見
市
長

同
セ
ン
タ
ー
は
、

整
備
後
、
市
民
が
長
期
間
利
用
す

る
施
設
と
な
る
た
め
、
世
代
間
の

負
担
の
公
平
性
を
保
て
る
よ
う
、

他
の
施
設
整
備
と
同
様
に
地
方
債

を
活
用
す
る
な
ど
、
投
資
的
事
業

と
し
て
計
画
的
に
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
市
政
運
営
方
針
で
は
、

子
育
て
環
境
や
都
市
基
盤
の
充
実

等
を
重
点
施
策
と
し
、
そ
の
中
で

同
セ
ン
タ
ー
の
施
設
整
備
を
位
置

づ
け
て
い
る
。
こ
う
し
た
方
針
に

基
づ
き
、
市
駅
周
辺
再
整
備
の
起

点
と
な
る
同
セ
ン
タ
ー
の
整
備
費

を

年
度
予
算
に
計
上
し
た
。

指
定
管
理
者
の
選
定
手
続
き

す
べ
て
公
募
と
す
る
の
は
疑
問

西
田
議
員

市
長
は
、
指
定
管

理
者
制
度
の
導
入
拡
大
を
図
る
と

い
う
が
、
同
制
度
に
つ
い
て
は
、

施
設
運
営
の
専
門
性
が
維
持
で
き

る
か
な
ど
を
見
き
わ
め
て
導
入
を

判
断
す
べ
き
で
、
コ
ス
ト
削
減
や

サ
ー
ビ
ス
向
上
の
名
目
だ
け
で
導

入
す
べ
き
で
は
な
い
。

ま
た
、
競
争
性
の
確
保
が
必
要

と
い
う
が
、
団
体
の
成
り
立
ち
等

の
背
景
を
踏
ま
え
、
自
転
車
駐
車

場
の
指
定
管
理
者
が
非
公
募
で
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
指
定
さ

れ
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り

な
ど
に
寄
与
し
て
き
た
例
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
す
べ
て
公
募
と
す

る
の
は
疑
問
だ
が
、見
解
を
聞
く
。

伏
見
市
長

指
定
管
理
者
制
度

は
、
複
数
の
事
業
者
等
か
ら
最
も

す
ぐ
れ
た
提
案
を
し
た
者
を
選
定

し
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
施
設
の

効
率
的
な
管
理
運
営
を
図
る
こ
と

な
ど
を
目
的
と
し
て
い
る
。

年

３
月
に
策
定
し
た
同
制
度
に
関
す

る
基
本
指
針
に
お
い
て
、
一
定
の

要
件
を
満
た
す
場
合
は
非
公
募
に

よ
る
選
定
も
可
能
と
し
て
い
る
が
、

今
後
も
多
く
の
事
業
者
等
か
ら
す

ぐ
れ
た
提
案
が
な
さ
れ
る
よ
う
、

原
則
と
し
て
公
募
に
よ
り
指
定
管

理
者
を
選
定
す
る
考
え
で
あ
る
。

観
光
・
農
業
・
里
山
保
全
の

東部地域

連
携
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

西
田
議
員

本
市
が

年
度
に

取
り
組
む
と
し
て
い
る
観
光
施
策

や
農
業
振
興
策
、
里
山
保
全
事
業

を
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
さ
せ
る
こ

と
で
、
有
効
か
つ
魅
力
的
な
事
業

展
開
が
期
待
で
き
る
と
考
え
て
お

り
、
そ
の
実
現
に
は
東
部
地
域
が

最
適
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
こ
う

し
た
事
業
展
開
の
拠
点
と
し
て
、

関
西
外
国
語
大
学
学
研
都
市
キ
ャ

ン
パ
ス
跡
が
有
効
に
活
用
で
き
る

と
考
え
る
が
、
見
解
を
聞
く
。

伏
見
市
長

東
部
地
域
は
、
優

良
な
農
地
や
里
山
の
保
全
・
活
用

を
図
る
地
域
と
位
置
づ
け
て
お
り
、

新
た
な
魅
力
創
出
に
向
け
、観
光

農
業
振
興
・
里
山
保
全
な
ど
の
施

策
間
連
携
を
図
り
な
が
ら
取
り
組

み
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
と
考
え

て
い
る
。

同
キ
ャ
ン
パ
ス
の
跡
地
に
つ
い

て
は
、
ま
ず
は
民
間
主
導
で
よ
り

効
率
的
な
活
用
が
図
ら
れ
る
べ
き

と
考
え
て
い
る
が
、
地
域
の
意
向

も
踏
ま
え
な
が
ら
、
必
要
に
応
じ

て
大
学
に
要
望
し
て
い
く
。

◆
そ
の
他
の
質
問

○
高
齢
者
の
居
場
所
を
継
続
的
に

運
営
す
る
た
め
の
支
援
を

○
消
費
生
活
相
談
の
体
制
強
化
と

消
費
者
被
害
の
未
然
防
止
を

にし だ まさみつ

西田政充

西
田
政
充
、
堀
井

勝
、
八
尾
善
之

た ぐち よし のり

田口敬規

前
田
富
枝
、
高
野
寿
陛
、
田
口
敬
規

つつみ さち こ

堤 幸子

広
瀬
ひ
と
み
、
野
口
光
男
、
堤

幸
子
、

松
岡
ち
ひ
ろ
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街
区
、

街
区

市
駅
周
辺
再
整
備

に
お
い
て
は
、
市
駅
周
辺
を
５
つ
の
街
区

に
分
け
た
上
で
、現
在
、そ
れ
ぞ
れ
の
特
性

に
応
じ
、再
整
備
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

各
街
区
の
位
置
に
つ
い
て
は
左
図
参
照
。市駅周辺再整備検討街区（抜粋）


